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高知県農業再生協議会 

平成 2８年度第１回臨時総会 議事録 

 

1．召集通知年月日   平成 28 年 12 月 1 日 

 

2．開 催 日 時   平成 28 年 12 月 27 日  10：00～11：05 

 

3．開 催 場 所   JA 高知ビル 6 階「理事室」 

 

4．出 席 会 員 数   総会員数 15 会員 

 出席会員 13 会員 

           （うち本人出席 11 会員 代理人出席 2 会員 書面２会員） 

 

5．出席会員の氏名 

 

[本人出席会員] 

団体所属 役職 氏名 

高知県 農業振興部長 味元 毅 

高知県農業協同組合中央会 会長 久岡 隆 

全国農業協同組合連合会高知県本部 本部長 土居 正明 

高知県農業会議 事務局長 川村 功 

高知県信用農業協同組合連合会 代表理事理事長 信吉 理弘 

高知県町村会 事務局長 武内 孝幸 

高知県土地改良事業団体連合会 常務理事 畠山 心徳 

高知県畜産会 会長 土居 正明 

高知県農業共済組合 参事 森岡 敬雄 

高知県担い手育成総合支援協議会 会長 林 幸一 

高知県農業公社 専務理事 國沢 一之 

 

[代理人出席] 

団体所属 役職 氏名 

高知県厚生農業協同組合連合会 代表理事常務 井上 昭 

全国共済農業協同組合連合会高知県本部 業務部 部長 野島 弘 4 

 

[書面議決] 

団体所属 役職 氏名 

高知県市長会 事務局長 山本 正篤 

高知県園芸農業協同組合連合会 代表理事会長 弘田 憲一 



６．内容 

 

【開会】 

 

【会長挨拶】 

農業振興部 味元部長より挨拶 

 

【総会成立報告】 

（川村事務局員） 

   協議に入る前に、本日は、会員総数１５会員のうち、本人出席１１会員、代理人出

席２会員、書面議決２会員となっておりますので、規約第１５条第１項の規定により、

本日の臨時総会が成立することを報告いたします。 

   

それでは、規約第１３条第２項により、臨時総会の議事進行を味元会長にお願いい

たします。 

 

【議事録署名人選出】 

（会長 味元部長） 

規約第１９条第３項の規定により議事録署名人２名を選任することになっており

ますが、私の方で指名させていただいてよろしいでしょうか。 

 

≪異議なしの声≫ 

 

（会長 味元部長） 

それでは、私の方から指名させていただきます。議事録署名人を高知県町村会の武

内事務局長と高知県農業共済組合の森岡参事にお願いします。 

 

【高知支局 地方参事官挨拶】 

議事に入る前に、本日オブザーバーとしてご参加していただいております中国四国

農政局高知支局の七夕地方参事官より、ご挨拶いただきたいと思います。よろしくお

願いします。 

 

（中国四国農政局 高知支局 七夕地方参事官 挨拶） 

 

（会長 味元部長） 

どうもありがとうございました。 

 

【第１号議案】 

（会長 味元部長） 

それでは、議事に入ります。 

第１号議案「平成 29 年産米の市町村別の生産数量目標等について（案）」をご協

議いただきたいと思います。 

市町村別の生産数量目標等につきましては、「経営所得安定対策等実施要綱」にお

いて、県農業再生協議会が県に対して意見を具申し、その意見を踏まえたうえで、県



が設定し、市町村へ通知するものとされております。 

それでは、事務局より説明をお願いいたします。 

 

（事務局：杉村課長） 

1 号議案説明 

 

（会長 味元部長） 

第１号議案の説明が終わりましたが、ご意見、ご質問等ありましたらお受けしたい

と思います。いかがでしょうか。 

 

（中央会 久岡会長） 

  28 年産米の結果というのはありますか。 

 

(事務局：杉村課長) 

  あります。後でお示しします。 

 

（会長 味元部長） 

他にございませんでしょうか。それでは、特にご意見がないようでございますので、

平成２９産米の市町村別の生産数量目標等について、「県農業再生協議会から県への

意見は特になし」ということでよろしいでしょうか。賛成の方は挙手をお願いします。 

 

《全員挙手》 

 

（会長 味元部長） 

  全員賛成でございますので、第１号議案「平成２９産米の市町村別の生産数量目標

等について」は「県農業再生協議会から県への意見は特になし」といたします。 

 

【第２号議案】 

（会長 味元部長） 

続きまして、第 2 号議案「水田フル活用ビジョンの見直し及び産地交付金の設定に

ついて(案)」をご協議いただきたいと思います。 

それでは、事務局より説明をお願いいたします。 

 

（事務局：杉村課長） 

第２号議案説明 

 

（会長 味元部長） 

第２号議案の産地交付金の設定について、それからそれに関連します水田フル活用 

ビジョンの見直しについて、この２点の説明がありました。この件について、ご意見、

ご質問等ありましたらお願いします。 

 

《質疑なし》 

 

 



（会長 味元部長） 

それでは特に意見がないようですので、第２号議案の採決に移ります。賛成の方は 

挙手をお願いします。 

 

《全員挙手》 

 

（会長 味元部長） 

全員賛成でございますので、第２号議案「水田フル活用ビジョンの見直し及び産地

交付金の設定について」は原案どおり可決させていただきます。 

 

議事については以上のとおりです。 

続きまして報告事項に移らさせていただきます。 

 

【報告事項１】 

（会長 味元部長） 

まず、報告事項１｢米穀の情勢について｣、全国農業協同組合連合会より報告をお願

いします。 

 

（全国農業協同組合連合会：高橋課長） 

報告事項１説明 

 

（会長 味元部長） 

何かご質問等がありましたらお願いします。 

 

《質疑なし》 

 

【報告事項２】 

（会長 味元部長） 

続きまして、報告事項２「米の生産における今後の対策について」、事務局及び高

知県農業協同組合中央会 岩本次長から報告をお願いします。 

 

（事務局：杉村課長）（事務局：中央会 岩本次長） 

報告事項 2 説明 

 

（会長 味元部長） 

この件について、何かご質問、ご意見等ありませんでしょうか。 

 

（農業公社 國沢専務理事） 

  農業公社 國沢でございます。飼料用米の方に転換していくということで、生産面

ではそういうふうな取り組みを進めていくということで、需要側として飼料用米がど

れくらい必要とされていくのか、それの伸びがどういった見通しなのかを聞きたいと

思っている。うちの中間管理機構でも、農地を担い手に集約していくにはやはり水稲

が中心になる。どうしても施設園芸は水稲と比べて面積が小さいし、なかなか動かな

いという状況もあって、中間管理機構で農地を担い手に集約していくのは水稲。それ



が主食米から非主食米、飼料用米に転換していくとなると、そこの生産面でのお話は

お伺いしたが、需要の方がどういうふうに伸びていく見通しがあるのか、そういうこ

とをお聞きしたい。 

 

 

（事務局：杉村課長） 

  需要の方の資料はつけてないですが、よく言われる耕畜連携みたいなところで取り

組んでいる地域もあります。ただ、高知県の中ではどうしてもそれほど畜産県ではな

いので、耕畜連携といっても限りはありますが、全国的に見ますと、まだまだ外国産

の飼料に頼っている部分がありまして、全国の畜産の飼料会だったと思いますが、ま

だまだたくさんの量を供給してほしいという資料が出ております。国の方も確か１１

０万トンぐらいの大きな目標を掲げてやっておりますので、それに向けて進んでいく。

実際には、飼料用米として出されたものは、確か高知県でいえば全農さんが全て買い

取って全国の方に回していくようなシステムになっていたと思いますので、そこの需

要と供給のバランスについては、そんなに心配しなくても引き取って頂けるというの

は間違いないと考えています。 

 

（農業公社 國沢専務理事） 

  全国的に見てまだ需要は伸びていくということか。 

 

（事務局：杉村課長） 

そうです。そういうことで理解していただいて構いません。ただ、高知県の中での

耕畜連携というのは、当然進めていくべきだと思いますので、そこの部分も積極的に

進めたいと考えております。 

 

（会長 味元部長） 

高知支局の方で何か参考になることがあればお願いします。 

 

（高知支局：権田管理官）  

  今日は特に資料は準備してきておりません。申し訳ありません。具体的な数字は記

憶にありませんけれども、配合飼料メーカー等を中心としました配合飼料 4 団体から、

今年の初めだったと思いますが、中長期的に２００万トン程度の受入が可能というふ

うに聞いております。その一方、飼料用米の生産量は 27 年、28 年で約 40 万トン

前後だったと記憶しておりますが、そういったことからも、まだまだ需要は伸びしろ

が大きくあると思います。国の方が言っております飼料用米ですが、数字を持ってい

ませんので特に申し上げられませんが、そういった意味でまだまだ需要量に対して飼

料用米の生産量は足りないというふうに考えております。したがって、先ほど説明等

ありましたとおり、国も生産者の方々、関係機関の方々に、今後とも一層飼料用米の

生産をお願いしております。参考までに申し上げますと、消費者団体、生協さん等々

そういったところからも外国産、いわゆるトウモロコシではなくて、素姓のはっきり

した国産の飼料、国産米を使った飼料で給仕した、主に鶏が中心となりますけれども、

そういったものの卵をブランド化して販売をしていくという取り組みも全国的に行

っております。そういうことからも、かなり需要があると聞いておりますので、是非

今後とも飼料用米の生産に関しまして、皆様方のご協力をお願い申しあげるしだいで



ございます。よろしくお願いいたします。 

 

（会長 味元部長） 

どうもありがとうございました。事務局の方が資料を持っていないようでございま

すが、国からいただいた資料がありますので、後でお届けできますか。 

 

(事務局：杉村課長) 

  お持ちするようにします。 

  

【報告事項３】 

（会長 味元部長） 

続きまして、報告事項３「平成 2９年度県の主要施策について」、事務局から報告

をお願いします。 

 

（事務局：杉村課長） 

報告事項３説明 

 

（会長 味元部長） 

  平成 29 年度の県の予算の主要施策のご説明をさせていただきました。何かこの件

につきましてご質問等ありませんでしょうか。 

 

《質疑なし》 

 

（会長 味元部長） 

予算については、これから本格的に査定もされて額も増減していきます。中身が

知りたいということであれば、またご説明したいと思います。 

それでは、最後になりますが、中国四国農政局から連絡事項がありますので、よ

ろしくお願いします。 

 

（高知支局 権田管理官） 

「経営所得安定対策等の交付金の政治資金規正法上の扱いについて」及び「飼料用

米の適正な流通について」説明 

 

（会長 味元部長） 

どうもありがとうございました。この件について何かご質問等ありませんでしょう 

か。 

 

 《質疑なし》 

 

（会長 味元部長） 

  それでは、本日用意しておりました報告事項は全て報告は終わりましたが、全体を

通して何かご意見、ご質問等ありましたらお願いします。 

 

《質疑なし》 



 

（会長 味元部長） 

それでは以上を持ちまして、高知県農業再生協議会臨時総会を終了したいと思いま

す。年末の大変お忙しいなか、皆様方にはご出席いただき、また、長時間審議いただ

きまして、どうもありがとうございました。 

 

 

【閉会】（11 時０5 分） 

 

 

 

 

 

 


